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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月19日(2013.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
２０℃における可使時間が０．３～３０分の２液混合速硬化性組成物の間欠吐出に使用で
きる塗布装置であって、該塗布装置は（１）２基の精密定量吐出機、（２）液切り替え弁
、（３）混合器を有し、且つ該混合器中における混合液の滞留時間が可使時間の０．０５
～１倍において、該混合液が置換（洗浄）される手段を有することを特徴とする２液混合
速硬化性組成物用の塗布装置。
【請求項２】
請求項１の混合器は、冷却部を有する混合器であることを特徴とする請求項１に記載の２
液混合速硬化性組成物用の塗布装置。
【請求項３】
請求項２の冷却部を有する混合器の温度が少なくとも－（マイナス）５℃を超えない温度
であることを特徴とする請求項２に記載の２液混合速硬化性組成物用の塗布装置。
【請求項４】
請求項１の混合器は、スタティックミキサーであることを特徴とする請求項１～３いずれ
かに記載の２液混合速硬化性組成物用の塗布装置。
【請求項５】
請求項１の置換手段は、ポリオール（Ｂ液）で置換されることを特徴とする請求項１～４
いずれかに記載の２液混合速硬化性組成物用の塗布装置。
【請求項６】
請求項１の置換手段は、（ａ）混合液の滞留時間、発熱温度、粘度のいずれかの計測又は
その組み合わせ、又は（ｂ）該計測から導かれる置換プログラム、により実行されること
を特徴とする請求項１～５いずれかに記載の２液混合速硬化性組成物用の塗布装置。
【請求項７】
請求項１の２液混合速硬化性組成物がポリウレタン組成物であり、（１）該ポリウレタン
組成物のＡ液は平均官能基数が２～３、平均ＮＣＯ基当量が８４～２０００のポリイソシ
アネートを含有し、且つ、該ポリイソシアネートの２０℃における蒸気圧は１×１０－２

　（１０のマイナス２乗）Ｔｏｒｒ以下であり、且つ粘度が５～１００，０００ｍＰａ・
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ｓであり、又、Ｂ液は平均官能基数が２～６、平均ＯＨ基当量が４０～５０００のポリオ
ールを含有し、且つ、該ポリオールの粘度が５０～１００，０００ｍＰａ・ｓであり、更
に硬化性触媒を含有し、（２）Ａ液、Ｂ液２液は、当量比（ＮＣＯ基／ＯＨ基比）が１．
５／１～１／１．５で混合され、且つ（１）と（２）から得られる混合物の２０℃におけ
る可使時間が０．３～３０分であることを特徴とする２液混合速硬化性ポリウレタン組成
物。
【請求項８】
請求項７のＡ液、Ｂ液の双方、又はその混合物が少なくともー（マイナス）５℃において
流動性を保持することを特徴とする請求項７に記載の２液混合速硬化性ポリウレタン組成
物。
【請求項９】
請求項７の該組成物を２５℃で３日間養生硬化させた硬化物は、空気中毎分１０℃定速昇
温条件下において、重量減少開始温度が２５０℃以上、又３００℃における重量減少率が
１０％以下であることを特徴とする請求項７又は８に記載の２液混合速硬化性ポリウレタ
ン組成物。
【請求項１０】
請求項７の該組成物を２５℃で３日間養生硬化させた硬化物の体積抵抗率が、２５℃で１
０の１３乗Ω・ｃｍ以上且つ１１０℃で１０の１１乗Ω・ｃｍ以上であることを特徴とす
る請求項７～９いずれかに記載の２液混合速硬化性ポリウレタン組成物。
【請求項１１】
請求項７の該組成物を２５℃で３日間養生硬化させた硬化物のショアーＤ硬度が、２５℃
で８０以上、１１０℃で６０以上であることを特徴とする請求項７～１０のいずれかに記
載の２液混合速硬化性ポリウレタン組成物。
【請求項１２】
請求項１～６いずれかの塗布装置を使用して、請求項７～１１いずれかのポリウレタン組
成物を塗布するに際し、該塗布体に乾燥した空気を吹き流して塗布又は硬化させることを
特徴とする２液混合速硬化性ポリウレタン組成物の塗布方法又は硬化方法。
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